
平成 29 年 12 月 20 日に開催されました第 2 回奈良県公共事業評価監視委員会において、資料の修正の指摘を受けた件について、以下のとおり修正を行っております。 【ホラ谷立里線】 ① Ｐ３ 事業の概要  Ｐ３の事業の概要に、事業の目的の詳細内容を追記しました。 （修正前）                 （修正後）              追記 



② Ｐ９ 事業の必要性に関する視点  Ｐ９の事業の投資効果において、事業進捗に合わせ、費用投資と便益の発現時期を精査・整理し、再度便益(Ｂ)、費用(Ｃ)、費用便益比(Ｂ/Ｃ)を算出しました。                                  

 再度、便益(Ｂ)、費用(Ｃ) 費用便益比(Ｂ/Ｃ)を精査・整理し、算出。 



③ Ｐ１１ 事業の必要性に関する視点  Ｐ１１の地域における計画等において、事業の目的ごとに詳細内容に関し、村・県の各種施策・計画における位置付け・数値目標を明記することにより、森林整備以外にも定量化出来ない効果を明確にし、事業の必要性を明示しました。  （修正前）                （修正後）               

  数値目標を赤字で明記村・県の各種施策・計画を青字で明記 



【北股弓手原線】  ④ Ｐ３ 事業の概要  Ｐ３の事業の概要に、事業の目的の詳細内容を追記しました。 （修正前）                      （修正後）               
追記 



⑤ Ｐ１０ 事業の必要性に関する視点  Ｐ１０の事業の投資効果において、事業進捗に合わせ、費用投資と便益の発現時期を  精査・整理し、再度便益(Ｂ)、費用(Ｃ)、費用便益比（Ｂ/Ｃ）を算出しました。                                  

 再度、便益(Ｂ)、費用(Ｃ) 費用便益比(Ｂ/Ｃ)を精査・整理し、算出。 



⑥ Ｐ１２ 事業の必要性に関する視点  Ｐ１２の地域における計画等において、事業の目的ごとに詳細内容に関し、村・県の各種施策・計画における位置付け・数値目標を明記することにより、森林整備以外にも定量化出来ない効果を明確にし、事業の必要性を明示しました。  （修正前）                （修正後）                  

  数値目標を赤字で明記村・県の各種施策・計画を青字で明記 


